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はじめに

男は仕事、女は家庭というこれまでの男女役割分業の考え方から、!J3も!J;.もお'[いに協

力し合 う男 女共 同へという怠識の変化とともに、結婚、出産によって一時、家庭に人って

も再び働くことが望ましいと考える女性の就職意識の高まりが総理府の調査などでも明ら

ヵ、になっ fこ。

さら に 主 婦 の 生活時聞をみても、食事や身 の 回 り の i世話など家事労働の時間が減少し、

交際やレジャー活動などの余暇時間、自宅外で過ごす時聞が増加しているし、またレジャー

白 書の調査でも、 現 代 の 女 性 が 家 庭 だ け に とどまらず、余暇時間を含め活動的な時閉そ過

ごしている。

しかしながら女 性の場合、年代によって余暇時間の変動が大きいことや、ライフサイク

ルによって余暇生活の変化が指摘されているように、余暇活動への参加が男性に比べて分

断しやすい特徴がある。また女性の社会進出が進むに連れて、女性の生活ノfターンが俊雄

になっており、 î~l に年代別の統計調査では、真に女性の余暇行動の実態をとらえていると

はいえないのではないかと考える。

そして女性の余暇 行 動 の 実 態 を 明 ら か に するには、生活形態の違いや変化と余暇活動へ

の参加の関係を質的な調査による研究がおこなわれなければならないと考える。

目的

本研究は、女性の余暇活動の非継続性に着目し、余暇活動とその参加年齢の関係を

就学時から現在にいたるまでの余暇活動参加歴を明らかにすることを目的とする。

方法

①調 査 サ ン プ ル

調査サンプルは東京、神奈川に在住している、過去に何等かの活動を行っていた(学

生時 代 に 運 動 部に所属していた女性)と、現在何等かの活動を行っている (Y市の社会

教育施設で開催している講習会参加者およ び Yスポーツクラブ会員)の合計 200名で

ある。

②調査方法

本調査は就学時の余暇活動と卒業後から現在までの余暇活動について、その活動種目

参加頻度、始め た理由、やめた理由等について、直援または郵送によって 200名に調

査を実施した。本 調 査 の 有 効 回 答 数 は 106票(5 3 % )であった o
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③分析方法

本研究は、就学時から現在までに行ったことのある活動種目と行っていた期閣を記入

しても ら っ た 。 ま た各種目ごとに始めた理由とやめた理由を所定の項目(2 1項目)の

中 か ら複数選択で回答してもらった 4項目を分析の対象項目とした。

また分析方法は自由に記入してもらった活動種目ごとの回答率と、活動種目ごとの参

加年怖の分布について集計を行った。また始めた 理 由 と や め た 理 由 に つ い て は 、 項 目 ご

との回答率によって分析をおこなった。

結果および考察

女性の就学時に行っていた余暇活動で問符の多かった活動は、スポーツ活動(5 ". 6 

% )と学習活動 (30.4%) である。卒業後から現在までの閣の活動では、スポーツ活

動(3 3 %)、学習活動 (27. 3%) で 、 就 学時に半分以上の人が行っていたと回答し

たスポーツ活動は、卒業後には 3~J に減っている。逆に地域活動とボラティア活動を行っ

ているとの回答が、卒業 後 か ら 現 在 ま で の 期 間 で 3. 4 %と 12. 3 %で、それぞれ就学

時の時に行ったことがあると答えた人の割合に比 べ て 、 増 え て い る 。

次に率業後から現在までの聞に行ったことのあ る 活 動 に つ い て 、 そ の 始 め た 理 由 に つ い

て見てみると、 「自分の趣味にあう活動だから j (18.3%) 、 f友人に誘われた j ( 

14. 3%J、 「以前からやってみたかった J (13.3%) の回答が、他の項目よりも

多くなっ てい る。 逆に「子供の手が離れた J r子供をきっかけにグループができた j など

の子供に関連して活動を始めたと回答した人の割 合は、その他の項目と比べて際立った差

は認められなかった。

これら の分析結果をふまえながら、発表当日はさ ら に 卒 業 後 か ら 現 在 ま で に 余 暇 活 動 を

行った年齢をさらにこまかく種目ごとに分類し、またはじめた理由と途中でやめた理由と

の関係について詳細な分析結果を発表する。

表 2 事業後から現在までに行ヲた活動のはじめた理由
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図 1 事業後から現在までに行勺たことのある余暇活動
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始的た理由

いい指導者がいたから

友人に紙われた

地嵐活動で仲間がで~た

子どbをきっかけにグループがで串た

子どもの手が離れた

ゆとリがあるから

近所にグルプ等があゥた

量近身体の綱子がよいから

経涜的柑とリができた

経費のかからない活動だから

自分町鍾暗にあう活動だから

身体によいことをしたかった

友人がほしかった

ストレス解消になる

家肢に読われて

以前からや勺てみたかった

みんながやってるから

特に理由はない

ll'要性を感じた

資情思f専のため

その他

合計

女性

58 5.7 

142 14，3 

19 1.9 

32 3.2 

50 '.911 .. ...1' 
50 '.9 

8 0.8 

" 1.1 

2' 2.' 

185 

27 2.7 

13 1.3 

'9 '.8 

22 

135 13.3 

z 0.2 

" 1.1 

76 7.5 

2' 2.' 

30 

1012 




